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1．研究部会の設立

IT資産価値研究部会は，2013年から 1年間の準
備期間ののち，2014年度に経営情報学会の研究部
会として設立しました．
発足は，松島桂樹先生編著の『IT投資マネジメ

ントの変革』の執筆に参加したメンバーが中心とな
り，何名かのメンバーを加えて活動を開始しまし
た．参加者は研究者と実務家の割合が半々となりま
す．中には，ベンチャー企業の経営や技術を支える
実務家も含まれます．その意味で，議論において実
利的な成果を求める雰囲気もありますが，例えば
「価値とは何か？」というようにモノゴトの本質的
なところから議論が始まることも多々あります．

2．本研究部会の問題意識

活動の目的は，「IT資産の価値をいかにして測定
するか」という，古くて新しいテーマとなります．
IT投資の評価は，コンピュータの利用が始ま

る時代から，回収期間法や ROI等，設備投資と同
様の方法で評価が行われてきました．ところが，
1990年代以降，コンピュータの価格も低下し，PC
も従業員一人に一台が利用できる時代になると，
ITは，単純に自動化による業務効率化を目的とし
たものから，戦略を実現するツールへと変化してき
ました．さらに，インターネット等の技術の進化に
より，ECサイト，SNS，クラウドサービスに代表
される，ITを用いた新たなビジネスモデルも出現
するようになりました．
このように，ITの利用目的が効率から戦略へ，

そしてビジネスモデルそのものへと変化していくこ
とにより，企業内で ITに関わる関係者が広がるだ
けでなく，ITに対する期待も多様化してきました．
このような背景もあり，IT投資を旧来の財務的・

経済的な評価方法だけでは価値を測ることが難しく
なってきたと考えます．
同じことが，現在保有している IT資産の評価に
ついても言えます．例えば，IT資産は貸借対照表
の固定資産として計上され，毎年減価償却により減
価されていくものです．設備的な見方をすれば，機
器の耐用年数やソフトウェアの保守期間を考慮して
減価という考え方は正しい資産評価方法かもしれま
せん．ただし，情報システムが組織に定着し，また
保守作業等により有用性が高まっていく場合もあり
ます．さらに，分析用途に用いるデータは蓄積期間
が長いほど意味があるかもしれません．
つまり，貸借対照表上の IT資産の価値は，価値
のある一面を表現しただけで，もっと重要な評価の
視点があるのではないかというのが，本研究部会の
問題意識であります．そして，価値は取引価値に代
表される客観的な価値だけでなく，使用価値（もし
くは経験価値）のように，「関係者の主観的な価値
も評価に加えるべきでないか？」，「IT投資，およ
び現在保有している IT資産の価値評価方法は，誰
が何をどのような目的で評価するのかによって，適
切な評価の方法があるのではないか？」と考えまし
た．そのような主観の混じる評価方法であっても，
財務的・経済的な評価方法と組み合わせることで，
より企業の意思決定に貢献できるのではないかと考
えます．

3．本研究部会の活動と目標

本研究部会では，評価対象を体系化し，そのうえ
で，メンバーの関心の深い領域について，評価者の
視点で「目的に対する価値とは何か」，またそれは
「どのように測定できるのか」について評価手法を
設計・提案することを目標としました．
もちろん，主観性の高い評価方法も含まれ，その
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時の評価者の置かれる状況次第で評価基準がぶれる
こともありますが，例えば経営者の意思決定を誤ら
ない程度に評価を行うにはどのようにすればよいか
を研究成果としてまとめております（具体例は表 1
を参照）．
また，本研究部会で提案する評価方法は，評価の
目的を設定することで，これまで IT資産全体を評
価する経済的・財務的な評価に対し，IT資産の部
分に着目した評価方法を提示することができるよう
になりました．情報システム設計者の視点や，デー
タ分析者の視点等ユニークなものも含まれていま
す．また，戦略性が高く，不確実性の高い IT投資
に関しても，何らかの評価方法を提示することがで
きるようになりました．

4．おわりに

本研究部会は，準備期間も含め 4年間活動してき

ました．この秋，これまでの成果を電子書籍「IT
資産の価値と評価―IT資産がもたらす多面的価値
の検討と評価手法の提案―」として公開しました
（http://www.contendo.jp/IT資産の価値と評価/）．
ご興味のある方は手に取っていただき，さらなる議
論の輪が広がると幸いです．
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表 1　IT資産価値評価　検討例


